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１ 学校の概要（人数及び学級数は、令和５年５月１日現在） 

教 職 員 数 １０８ 人 
 

 

学 級 数 ５３ 学級 

幼 児 児 童 

生 徒 数 
１５６ 人    

管 理 下 の 

重 大 事 故 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度  

死亡事故 ０ 件 ０ 件 ０ 件 ０ 件 

障害事故 ０ 件 ０ 件 ０ 件 ０ 件 

過 去 の 

表彰受賞歴 

 

 

２ 学校安全に関する特色ある取組や研究実践 

①令和３年度 災害時初期対応訓練（職員対象） 

 訓練を基に『災害発生時の対応マニュアル』の水害対策を作成 

  ・水害発生時の避難について、職員が避難方法や避難場所を確認 

    問題点や改善点を集約して、『災害発生の対応マニュアル』の水害対策を作成 

②令和４年度 災害時初期対応訓練（職員対象） 

 マニュアルを基に、災害発生時における校務分掌ごとの活動等について確認 

・地震及び水害発生からの災害タイムラインを作成 

各校務分掌での活動、役割について時系列で確認 

  ・災害発生時の持出書類等の確認、精選 

    持出書類等の場所や数量の一覧を作成 

③令和５年度 不審者侵入時対応訓練（職員対象） 

 警察署協力の下、実際に教員が不審者への対応を体験 

  ・詳細な実施計画は作成せず、全職員が不審者対応を実施 

不審者役（警察官）が学校に侵入したという想定で、不審者への対応、本部の指示、校

内への周知などの訓練を実施、その後に警察官から助言をいただく 



 

3 学校安全に関する取組 

(1) 安全教育について 資料№ 1 

①避難訓練（年２回実施） 

 第一回避難訓練では、地震の影響で火災が発生した想定で避難訓練を行っている。４月中旬に

行うことで、幼児児童生徒及び職員が、新しい教室から避難場所までの避難経路を確認すること

を主な目的として行っている。事前・事後指導では、職員が演じた動画を見ることで避難すると

きに気を付ける「おはちもち」について周知を図ったり、各学年やクラスで幼児児童生徒の年齢

や実態に応じた指導をしたりしている。 

 第二回避難訓練では、最初に行う避難訓練の後で、消防署の協力の下でスモークハウス体験を

している。また、今年度は通行禁止の場所や廊下に落下物を設置することで、実際の災害に近い

形で避難訓練を実施する予定である。 

②シェイクアウト訓練（年２回実施） 

１回目は幼児児童生徒へ周知、２回目は職員にのみ周知して実施している。 

(2) 安全管理について 資料№ 2 

訓練、研修など 

①スクールバス緊急時対応訓練（隔年で実施）：スクールバス内での傷病者発生時の対応訓練 

②災害時初期対応訓練：三種類の訓練をローテーションで実施 

 ・幼児児童生徒の避難を目的とした、車椅子を使用する階段での降下訓練 

 ・垂直避難訓練 

 ・『災害発生時の対応マニュアル』の活動内容を各校務分掌で確認 

③不審者侵入時対応訓練：毎年警察署と協力して、不審者侵入時の対応訓練を実施 

日常の安全管理 

 ①防災備品の点検：定期の防災備品の点検や補修を実施 

②ヒヤリハット：毎月集約して全校で共有することで、幼児児童生徒の事故防止につなげる 

③安全点検：毎月、施設や備品の不備や破損の点検を実施 

(3) 家庭・地域等との連携について 資料№  

・県民総ぐるみ防災訓練及び引き渡し訓練 

保護者の協力のもと、災害時の引き渡しの訓練を毎年夏季休業明けの初日に実施 

・安否情報確認訓練 

 保護者に災害用伝言板及び災害用伝言ダイヤルを利用してもらい、災害時に活用できるように

訓練を実施 

(4) その他特筆すべき内容 資料№ 3、4 

・『災害発生時の対応マニュアル』の改訂 

南海トラフ地震についての本校の対応を明記、及び水害対策について新規作成 

・『災害発生時の初期対応フローチャート』の新規作成 

 各種災害種別の災害発生時に、初期対応を確認しながら実施できるフローチャートを新規作成 

・備蓄食の体制を整備 

 備蓄食の数量や保管場所、賞味期限をデータベースにより一覧化、年度末の返却計画及び災害

時の配布計画を作成 

 


